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公共交通機関の利用率を上げるためには

乗車券の知名度を上げるための取り組みが必要

○実践すること

・チラシを作り、八戸高校内で宣伝

○行政に提案すること

・八戸圏域の学校で宣伝



住み続けられる町に



○研究目的
昨年度、三八地域活性化協議会[U20]「KIRARI☆八戸

プロジェクト」に参加して、自分たちが暮らす地域

や社会の「未来」について考えたときに、私たちは

より多くの人に八戸の食べ物や伝統芸能、自然の魅

力を伝えることで、八戸を元気づけたいと考え、こ

の研究をスタートさせた。



○仮説
①街中で行える年齢・性別関係なく参加できる

イベントを企画し、人と人とが交流する機会を

作ることで町に活気が生まれるのではないか。

②大人と子供で伝える内容や方法を変えることで、

八戸市の魅力を効果的に伝えられるのではないか。



○手段
①年齢・性別関係なく参加できるイベントを企画する。

≪場所≫ マチニワ

≪内容≫ クイズ大会(○×クイズ形式)

・国宝、郷土料理など八戸に関することから、おすすめの店

といった生活に密着した内容など幅広く出題し、

優勝者には地元の特産品をプレゼントする。

※新型コロナウイルス流行のために、実際に行うことは

できなかった。



「八戸クイズ大会」概要

 アンケートに答えてもらう際、八戸にはどんな特徴があるのか、 魅

力があるのかを考える、また再確認する機会になる

 クイズ形式であることで、楽しく八戸の魅力を知ることができる

 大会を通して、市民同士でコミュニケーションやかかわりが生まれる

 大会運営と市民、双方の情報発信になる

 マチニワを活用できる



②アンケートをとる。

八戸高校２学年生徒・保護者にアンケートをとり、

より多くの人に情報を伝えることができる方法を調べる。

≪質問項目≫  １.学年、性別は？

２.住んでいる地域は？

３.はっち・マチニワを利用したことがあるか？

４.はっち・マチニワを利用して、良いと思った

こと、改善してほしいことはあるか？

５.あなたが知ってるイベントは？

６.八戸のイベントの情報をどのように

入手しましたか？



0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

環境に優しい

誰でも使える

地元のアピール

イベント

建物が広い

雰囲気が良い

はっち・マチニワの良い点

（保護者：男性）

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

その他

多目的

はっち内のショップ

地元について知ることができる

建物・設備

気軽に利用できる

イベント

小さい子が遊べる

雰囲気

清潔

はっち・マチニワの良い点

（保護者：女性）



0 5 10 15 20 25 30 35

その他

イベント

ピアノがある

無料のネット環境がある

勉強できる

利用しやすい

雰囲気が良い

はっち・マチニワの良い点

（生徒：男性）

33

7

10

10

21

24

26

0 5 10 15 20 25 30 35

その他

フリースペース

無料

フリーＷｉ－Ｆｉ

雰囲気が良い

勉強できる

気軽に入れる

はっち・マチニワの良い点

（生徒：女性）



0 10 20 30 40 50 60 70

自分の経験

友人

学校からのチラシ

八戸広報

新聞記事

お店等の掲示

ＳＮＳ

家族

イベント等の情報をどこから入手しましたか

＜八戸高校２学年生徒＞

0 10 20 30 40 50 60

テレビ・ラジオ

職場の同僚

家族

学校からのチラシ

ＳＮＳ

お店等の掲示

新聞記事

八戸広報

イベント等の情報をどこから入手しましたか

＜八戸高校２学年保護者＞



○今後の展望
・アンケート結果を元に、新型コロナウイルス

感染防止に対応した、イベント考える。

例）オンラインで実施できるイベント

・市外の人にも八戸をアピールする方法を考える。

例）コロナの流行が収まったときに、訪れたい

と思えるような情報を伝える。

・紙媒体やSNSで伝える情報を考える。
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